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日立志朗寺許

エレベーターの非常通報装置

エレベーターは,不特定多数の人々

が毎日乗るものであり,安全対策には

特に配慮しなければならない｡万一の

停電や故障によって,エレベーターが

停止し乗客が閉じ込められても,エレ

ベーター内からインタホンでビルの管

理人と通話ができるようになっている｡

しかし,管理人が不在あるいは気づか

ない場合には,外部との通報がとだえ

て乗客に不安を与える｡

日立製作所では,エレベーター内の

インタホンからの呼出しに対して,管

理人が応答しない(例えば,30秒応答が

ない)ときは,自動ダイヤルでエレベー

ター保守会社の電話を呼び出し,エレ

ベーター内から保守員と直接話ができ

るエレベーター非常通報装置を開発し

た(図1)｡

1.年寺長･効果

(1)管理人が不在あるいは気づかない

場合でも,確実に外部との通報が確保

され,専任の保守員に詳しい状況が連

絡できるため,的確な指示と救急措置

が受けられる｡

(2)エレベーター内インタホンを操作
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図l エレベーター非常通報装置

するだけでよく,取扱いが簡単である｡

(3)簡単な取付工事をするだけで,管

理人室の電話をそのまま利用でき,新

規加入の必要がない｡

(4)乗客のいたずらや間違いでエレベ

ーター内から呼出しがあっても,エレ

ベーター保守会社のほうで電話を切れ
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特定電話機

ば平常に復帰させることができる｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1335507号

｢エレベーター非常通報装置+

ディジタル構内交換機

CAS(Centralized Attendant

System)の認可に伴い,複数のディジタ

ル交換機で億内交換機綱を構成するこ

とが可能となったが,着信系局線は一

つの交換機で集中的に受信しなければ

ならなかったため,収容できる内線の

台数に限界があった｡

日立製作所では,着信系局線を交換

機各々に分散して収容できるシステム

を開発し,収容内線の大容量化と交換

機能の高度化を可能とした(図1,2)｡

局線トランク1

交換機

交換機
3

局線中継台1

内線電話機2

局線トランク2

局線中継台2

交換横
2

内線電話機3

内線電話機1

交換倹

局線中継台3

局線トランク3

卜 特長･効果

(1)構内交換機綱で共用される複数の

着信系局線を,各々の交換機で分割し

て収容できる｡

(2)局線着信した呼に対して局線中継

台で応答した後,他の交換機に収容さ

れた任意の内線へ接続することができ

る｡

(3)各々の交換機を全く独立に取り扱

うことができ,局線中継台の台数制限

がなくなるため,大容量化が図れる｡
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図l 着信系局線を

分散収容した交換機

システム

[

(4)着信した呼の接続は複数の交換機

相互間で双方向に行えるので,呼の相

互転送や内線割込み接続,話中監視な

どが容易に行える｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特開昭62-85542号

｢構内交換機綱への着信系共用局線の

収容方式+
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日立志朗手許

データ伝送制御装置

複数のデータステーションを,1本

の伝送路にループニ状に接続したループ

式ディジタルデータ伝送システムでは,

伝送路やステーションの増･廃設に伴

うループー巡遅延時間のアナログ的変

動があり,遅延補償手段が必要である

(図1)｡

日立製作所では,管理ステーション

に,伝送情報の一定長単位に送･受信

クロックを同期化するためのパラレル

バッファリング機構を設け,ループー

巡遅延の問題を解決した(図2)｡
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l.特長･効果

(1)伝送路遅延時間によるダミーフィ

ールド長を複数バイトに設定できるの

で,システムの拡張性･柔軟性が飛躍

的に向上する｡

(2)ループー巡遅延時間を測定･調整

するための専用の装置を削除でき,か

つ各ステーションの制御クロック系を

一本化できるのでステーションの価格

が低減し,品質が向上する｡

(3)パラレルバッファリング機構によ

り,超高速伝送のデータ取扱い性が容

易になる｡
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図2 管理ステーション内回路構成

2.提供技術
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■関連特許の実施許諾

●特許第1213605号

｢データ伝送制御装置+

定形伝言ファクシミリ記銀機

ファクシミリ通信では任意の文字,

図形を伝えることができるが,発信側

と着信側の双方にファクシミリ端末が

必要である｡したがって,出先から帰

宅時間を連絡したり,不在の相手に折

り返し電話が欲しい旨の伝言をする場

合のように,定形的な伝言であっても,

発信者の手元にファクンミリ端末がな

いと伝言情報を伝えることができない

という問題がある｡

日立製作所では,あらかじめ利用頻

度の高い複数の定形伝言をメッセージ

図I 中継方式図
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番号に対応させて蓄積する伝言情報蓄

積装置をファクシミリ綱内の交換局に

設置し,発信者が電話機から,特定の

ダイヤル番号,送信相手のファクシミ

リ端末機番号,送信相手に送りたい定

形伝言のメッセージ番号を上記交換局

に送ることによって,所望の定形伝言

を所望のファクシミリ端末に送信記録

できるようにしたシステムを開発した

(図1,2)｡

1.特長･効果

(1)任意の電話機から所望の相手のフ

ァクシミリ端末機へ伝言を伝達するこ

図Z 情報蓄積装置の

構成図

とができる｡

(2)定形伝言に,発信電話機から送出

される情報(連絡先電話番号など)を付

加伝言として加えることができる｡

(3)交換局に設けた音声応答装置から

操作手順のほか,相手先に送出すべき

伝言内容及び着信者番号を復唱し,発

信者に確認させることができる｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特開昭5了-846別号

｢定形伝言ファクシミリ記録方式+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は… 株式甘赦日亘製イ亡祈 〒100東京都千代田区丸の内一丁巨5蕃l号(新丸ビル)電話(03)214-3…(直通)特許部特許営業グループ
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製品紹介

HITFILE650光ディスクファイルシステム

近年,新しいOA機器として,光ディ

スクを使用した電子ファイリングシス

テムが注目されている｡このたび,5

in光ディスク及び12in光ディスクをシ

リーズ化したHITFILE650光ディスク

ファイルシステムを開発した(図1)｡

文書名を付けないで,手軽にファイリ

ングを可能とする文書名なし登録や,

約0.5秒(A4,200dpi)でページめくり表

示ができる検索機能などのほかに,ス

タンドアロン形態での使用からネット

ワーク構成への拡張性を持ち,広範な

ファイリングのニーズにこたえられる

表l主な仕様

図1 5in光ディスクモデル(A4サイズ

入出力構成･卓上設置例)

新世代の電子ファイリングシステムで

ある｡表1に主な仕様を示す｡

(日立製作所情報事業本部 コンピュータ

事業部)

項 目 仕 様

光ディスク

タ イ プ 5in 12in

容 量* 最大l万7′008枚 最大8万枚

光ディスクライブラリ装置 24枚･48枚 柑枚･32枚

スキ ャ ナ
タ イ プ A4スキャナ**lA3スキャナl搬送両面スキャナ
線 密 度 200dpい400dpi

プリ ンタ
タ イ プ A4プリンタ*★ A3プリンタ

線 密 度 400dpi

高 精 細 デ ィ ス プ レ イ 17in,約200dpi,縦形･横形

シ

ス

テ
ム

機
能

登 録 ･文書名なし登毒景

･文書名項目2l,文字数486

検 索 ･高速ページめくり

･高速フリーキーワード検索

画 像 処 ‡里 ･切張り合成,文字合成

ネ ッ ト ワ
ー

ク

･ホスト接続

･ファクシミリ配信(GⅡ)

･拡張ファイルシステム,最大32ステーション

注:* CCITT標準原稿(A4判,No.卜8平均値)を200dpiで登録光ディスク両面当た

りの容量｡

** A4スキャナ及びA4プリンタは,5in光ディスクモデルにだけ付加される｡

普通紙レーザファクシミリ"HIFAX51”

現在,ファクシミリ市場は,高性能

で多機能な高位機の流れと,普及用と

しての単機能･低価格機の流れの二極

分化の傾向にある｡この中でHIFAX51

は,G3･Fネット対応の最高位機に位置

づけされるもので,多彩な機能を具備

した高精細･普通紙記録ファクシミリ

である(図1)｡

l.主な特長

(1)鮮明な画像の再現

レーザビームプリンタによr),線密

感材ゆL

図I HIFAX引の外観

象b.

度16×15.4本/mmの微細字モードを実

現し,画像を鮮明に再現できる｡

(2)レーザビームプリンタによる普通

紙記録

レーザビームプリンタの採用により,

筆記性,保管性に優れた普通紙記録を

実現した｡

(3)多彩な機能を大容量メモリで実現

大容量メモリ(2Mバイト)により,受

信しながらの送信操作が可能であr),

また,紙なし,紙ジャム時に代行受信

できることをはじめ,同報送信,中継

同報,親展通信,リクエスト送信,マ

ルチコピーなど高度な機能を付与した｡

(4)高速電送

高速9秒電送(A4判J京稿)を,日立独

自の高速電送モードにより実現した｡

(5)親切なガイダンス機能

大形液晶パネルにより対話形操作が

できる｡更に,従来のワンタッチダイ

ヤルに加え,一連の操作手順をまとめ

て記憶させるワンタッチプログラム機

能を持っている｡

(6)高信頼性機能

回線エラーを検出して,自動的に再

送信する誤り再送機能を持っている｡

表l主な仕様

項 目 仕 様

走 査 方 式

CCDによる固体平面走査

(送信)
レーザビームによる平面走査
(受信)

原稿サ イ ズ
幅:148～301mm,

長さ:105～l′200mm

有効画面幅
A4:210mm,B4:257mm,

A3:3Dlmm

走査線密度

(孟悪霊…:…怒几m
(嘉霊宝圭雪男㌫m
(嘉霊登美…焉;芯mm

適 用 回 線
加入電話同線,

Fネット(第2種接続)

伝 送 速 度 9,6DO/7′200/4′800
2′400bps(自動選択)

電 送 時 間
自社:9秒,G3:20秒,
｢Fネット+利用時:60秒

帯域圧縮方式 MH/MR/M2R

記 金蔓 方 式 レーザによる普通紙記録
記薄紙の大きさ A5,A4,B5,B4カット紙

メ モリ 容量 2Mバイト(約120枚)

寸 法
約幅8印×奥行545×
高さ930(mm)

重 里 約85kg

電 源
AClOOV±】0%,

50/60Hz±1Hz単相

2.主な仕様

表1に,HIFAX51の主な仕様を示

す｡

(日立製作所 情報事業本部)
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二重奏重奏二二ニコ

幸いす兼用エスカレーター

最近,歩道や駅など公共的な分野で

車いす利用者の行動に便利な環境づく

りが進められている｡路面の段差縮減,

スロープの設置などがその代表例であ

るが,階段の多い所では車いすを運搬

できるエスカレーターが強く求められ

ている｡

こうした福祉対応の新製品として辛

いす兼用エスカレーターを開発した｡

l.主な特長

(1)簡単な振作で幸いす用に切替え

通常の輸送機構に,車いす運搬用の

システムステップを追加し,必要な時

7ごけこのステップの踏み面が自動拡張

する方式であり,通常･車いす運転両

用のシステム製品である(図1)｡

(2)車いす利用者の安定姿勢を維持

踏み面の自動拡張,車輪止め機構を

備えたシステムステップにより,車い

すを常に水平な安定した状態で運搬で

図l 車いすの利用状態

きる｡

(3)高い安全性

車いす運転にはインバータとマイク

ロコンピュータ制御を導入し､滑らか

な加減速制御,毎分15mの低速運転,各

部のフェールセーフシステムなど,高

度な安全機能を備えている｡

(4)既設品への対応も可能

各装置をコンパクトにまとめてある

ので,設置済みのエスカレーターにも

現地工事で対応できる｡

(日立製作所 機電事業本部)
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